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黙想：主の奉献（2月
2日）

黙想のテーマ：「出会いの祝
日 」「希望を生きた人、シメ
オン」「聖霊に促されて歩
む」

出会いの祝日

希望を生きた人、シメオン

聖霊に促されて歩む

イエスの誕生から四十日が過ぎ、聖
家族はエルサレムの神殿へ向かいま



した。それは、律法に定められてい
た二つの規定──初子の奉献（出エ
ジプト記13･2、12-13参照）と、母
親の清め（レビ記12･2-8参照）──
を果たすためでした。神の御子と無
原罪の聖母というお二人に関わるこ
れら二つの神秘は、今日の祝日にお
いて一つに結び合わされています。

初子の奉献は、エジプトにおいてヘ
ブライ人の長男たちが救われた出来
事を記念するものでした。モーセの
律法によれば、男の初子は神のもの
であり、「主のために聖別される」
（ルカ2･23）存在でした。そのた
め、この儀式は一種の「贖い」と理
解されていました。他方、母親の清
めは出産から四十日後に行われ、そ
の時までは聖なる場所に近づくこと
ができませんでした。清めの儀式で
は、小羊一頭と山鳩、または家鳩の
雛が捧げられましたが、貧しい人で
あれば、二羽の山鳩、あるいは家鳩
の雛を捧げることができました。



「さて、今度はあなたが、鳩を入れ
た籠を持って行く番です。ごらんな
さい。マリアは無原罪でいらっしゃ
るのに、あたかも汚れた人であるか
のように、律法に従われるのです」
[1]

。福音史家は、マリアとヨセフが貧
しい人の捧げものをしたと明記して
います（ルカ2･24参照）。

預言者マラキが言っています。「主
は突如、その聖所に来られる」（マ
ラキ3･1）。それは実に、比類のな
い美しい瞬間でした。神の御子が、
ご自身の神殿に入られたのです。そ
れゆえ詩編は歌います。「城門よ、
頭を上げよ。とこしえの門よ、身を
起こせ。栄光に輝く王が来られる。
栄光に輝く王とは誰か。強く雄々し
い主、雄々しく戦われる主」（詩編
24･7-10）。しかし、この「雄々し
い神」は、鳴り物入りで神殿に入る
ことを望まれませんでした。巡礼者
や信心深い人々、司祭やレビ人が絶
えず行き交う中で、一人の幼子とし



て静かにお入りになったのです。
人々は、自分たちのすぐそばで何が
起こっているのかに気づきませんで
した。ただ二人の老人──シメオン
とアンナ──だけが、この栄光の王
を腕に抱くことができました。です
から、神殿における主の奉献の祝日
は「出会いの祝日なのです。神の御
子という新しさが神殿の伝統と出会
い、約束は成就し、若いマリアとヨ
セフは年老いたシメオンとアンナに
出会います。最終的に、イエスが来
られたことによって皆が出会うので
す」[2]。

シメオンは、「正しい人で信仰があ
つく、イスラエルの慰められるのを
待ち望み、聖霊が彼にとどまってい
た。そして、主が遣わすメシアに会
うまでは決して死なない、とのお告
げを聖霊から受けていた」（ルカ2･



25-26）。彼は常に神との出会いに
備えて生きていました。たとえ話に
出てくる賢いおとめたちのように、
油を満たした器を携えていたので
す。年老いていながらも、希望がも
たらす尽きることのない若さを生き
ていました。霊に促されて祈るため
に神殿に上ったシメオンは、ベツレ
ヘムから来た家族に目を留めます。
そして、その幼子が、日々神殿に連
れて来られる多くの子どもたちとは
違うことを悟りました。彼が腕に抱
いたその子において、すべての預言
は成就します。その方こそ、待ち望
まれていた方、新しい人類の長子、
御父に聖別された方なのです。

「シメオンは、時の流れによってす
り減ることのない人でした。たいへ
ん年老いていましたが、生き生きと
した思いを心に秘めていました。長
い人生の中で、傷つき、がっかりす
ることもあったでしょう。それでも
彼は希望を失いませんでした。過去



への苦々しさや、人生の黄昏時に生
じがちな諦めの憂鬱に自らを委ねる
ことなく、忍耐強く約束を待ち続け
ました。彼にとって希望とは待つこ
とでした。それは、種々の事がある
にも関わらず、目を覚まし、『わた
しはこの目であなたの救いを見た』
（ルカ2･30）言えるまで、忍耐強く
日々の事柄に従事することだったの
です」[3]。

聖霊に照らされたシメオンは、幼子
を、万民の光と呼びました（ルカ2･
29-35参照）。今日の典礼がろうそ
くの行列から始まるのは、キリスト
が、神不在で躓いている人々を照ら
す光であることを意味します。神の
ことばは、「人々に光と希望を与え
る」[4] と聖ホセマリアが言っていま
した。神が語られることに対して、
常に新しいまなざしで心を開いてい
たこと──そこに、シメオンがあの
若さを保ち続けた秘訣があったので
しょう。



シメオンの後、聖家族は老年の預言
者アンナに出会います。「彼女は神
殿を離れず、断食したり祈ったりし
て、夜も昼も神に仕えていた」（ル
カ2･37）。幼子に出会った後、アン
ナは「神を賛美し、エルサレムの救
いを待ち望んでいる人々皆に幼子の
ことを話した」（ルカ2･38）。二人
はともに、イエスこそ待ち望まれて
いたメシアであることを預言し、そ
の死と復活によってすべての民が救
われることを予感しました。

この場面には、聖霊の現存が顕著に
表れています。聖霊は、「主を待っ
ている人の歩みと心」を動かしま
す。「シメオンとアンナに、預言の
言葉と祝福、神への賛美、聖別され
ものへの信仰、感謝を生じさせたの
は、霊です。ついに、私たちは見え
るようになり、私たちは『救い』を
抱きしめたのです」[5]。二人は、神



の促しに素直に従う人の姿を示して
います。聖霊が彼らとともにあり、
導き、後押しし、心に語りかけてい
たのです。彼らは聖性のイコンで
す。神の御言葉に耳を傾け、それを
伝え、決然とした態度でキリストの
御顔を探し求めたからです。

「神殿において、イエスは私たちに
出会いに来られ、私たちはイエスに
出会いに行きます。老年のシメオン
との出会いを考えてみましょう。彼
は、忠実に待ち続けたイスラエルを
代表して、旧約が成就された喜びを
表明します。また、老女の預言者ア
ンナとの出会いも感動的です。アン
ナは幼子を見ると、喜びにあふれ、
感嘆し、神を称えます。シメオンと
アンナは『待望』と『預言』であ
り、イエスは『新しさ』と『成就』
です。幼子は永遠の神の驚異であ
り、すべての人のために生まれまし
た。この子のうちに、過去の記憶や
約束、そして希望に満ちた未来の全



てを見出すことができます」[6]。シ
メオンとアンナが、待望していた方
を宿された聖母マリアを、どれほど
褒め称えたか想像できます。聖母
は、私たちの生活に、全てを新たに
する聖霊の息吹が絶えないよう、取
り計らってくださるでしょう。
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